
久留米中学校

【目指す学校像】

【目指す児童・生
徒像】

【目指す教師像】

中期経営目標

№ 四つの柱 基本施策 今年度学校で重点を置く「具体的施策」
（令和４年度までの

３年間）
取組指標 成果指標 取組 成果 評価 コメント

1 Ⅰ　健全育成 個性を認め合う教育の推進 人権教育の推進
人権が守られ、保護
者、生徒と教師の信頼
関係を築く

・２年生でハンセン病について学び、全生
園の現地学習を行う。
・２年生の全生徒で人権作文に取り組
む。
・互いを認め合い、学び合い、高め合う学
級づくりを行う。
・教員が生徒の名前を呼ぶときは、必ず
敬称をつけて呼ぶ。
・教師自ら進んで挨拶を行う。
・教員の１００％が生徒の名前に敬称を
つけて呼んでいる。

・２年生の９０％以上が人権作文を提出し
た。
・生徒アンケートで「学級は自分の役割が
あり、安心して過ごせる」と答えた生徒が
８５％以上である。
・生徒アンケートで「自分から挨拶を心掛
け、挨拶されたときは大きな声で返す」を
８５％以上とする。

3 4 4
・学校が生徒にとって安心・安全の場所であるためには、教職員の人権感覚を高め、指
導の質をあげることが必要である。生徒の話をよく聞く、生徒の理解に努める、生徒が指
導を受け入れる状態であるかを見極めるなど研修を行っていく。
・生活指導の重点項目である「挨拶」を、教員から行い、挨拶のある学校づくりを行ってい
く。

2 Ⅰ　健全育成 個性を認め合う教育の推進 教育相談体制の充実
生徒一人一人を大切
にする教育の実践

・生徒に関する「連絡・報告・相談」を日常的
に行う。主任教諭・主幹教諭への報告を密に
したを１００％とする。
・教員のアンケートで「生徒一人一人を大切
にした教育活動を行った」を１００％とする。
・外部関係機関との連携により家庭の支援を
図る。
・不登校の生徒に関する個別適応計画書を
作成し、指導に役立てる。
・校内委員会を定期的に年４回以上行う。

・生徒アンケートで「久留米中の先生は生
徒を大切にしていると感じる」を８０％以
上とする。 3 4 4

・引き続き、一人一人を大切にする久留米中学校を目指していく。
・校内委員会で、困り感のある生徒をアンテナを高くして発見し、生徒、保護者とよく話し
合い、適切な対応を行っていく。

3 Ⅰ　健全育成 いじめ問題への対応
いじめ防止対策推進基本方針
に基づいた取り組みの推進

・いじめ防止といじめ
の早期発見、早期対
応を行う

・年３回の生活アンケートの実施
・１年生のスクールカウンセラーによる全
員面接の実施
・教員のアンケートで「いじめについて学
級活動や道徳の授業に取り組み未然防
止に努めたを１００％とする。・校内ふれ
あいタイム、さわやか月間を全教職員で
取り組む
・生徒会の「いじめ撲滅宣言」により、生
徒会を中心とした防止運動を推進する。

・生徒アンケートで「先生や自分のまわり
の生徒との人間関係は良好である。」を９
０％以上とする。 3 4 4 ・全教職員でいじめの早期発見、いじめのない学校づくりを推進する。

・生徒会によるいじめ撲滅運動を、生徒が主体的にすすめられるようにサポートしていく。

4 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成
基礎的・基本的な学力の定着と
学ぶ意欲の向上

授業スタイル・学びの
スタイルの確立を図る

・授業評価アンケートを実施する。
・新学習指導要領における評価・評定の
研究をすすめる。
・管理職による授業観察、教員間の授業
研修をすすめる。

・生徒のアンケートで「先生は、めあてを示
し、振り返りをする授業を行っている」を９０％
以上とする。
・生徒アンケートで「評価・評定についての説
明があり理解している」を９０％以上とする。
生徒アンケートで「学習に基づいて自分の考
えをもつことができた」を７０％以上とする。
・教員のアンケートで「根拠に基づいて自分
の考えをもつ指導に取り組んだ」を１００％と
する。

4 3 3
・新学習指導要領の全面実施に伴う、評価・評定を、久留米中学校として研修を深め、全
教員が理解し、適正に実施する。
・主体的、対話的で深い学びとなる授業改善とともに、全生徒に配布されるタブレットを活
用した授業ができるように教員の研修を深める。

5 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成 家庭学習の積極的な展開
家庭学習を主体的学
びにつなげる

・日常の教科指導で、予習の方法、内容
を伝える。教員のアンケートで「予習の方
法や課題を授業で示した」を１００％とす
る。
・臨時休業中に予習の課題を提示する。
・校内研究主題として取り組む
・テスト前の１週間の家庭学習平均２時間
以上に取り組む。
・家庭学習を毎日する生徒を増加させ
る。

・生徒アンケートで「予習を心がけて授業
を受けることができた」を６０％以上とす
る。
・生徒アンケートで「定期考査前１週間は
平均２時間以上家庭学習に取り組んだ」
を８０％以上とする。
・生徒アンケートで「ほぼ毎日予習・復習
に取り組んだ」を７０％以上とする。
・

3 2 2
・家庭学習が５０％まで意識が高まってきた。さらに７０％を目指し、学習の意欲を高める。
・今年度はじめた朝学習の取り組みが、意欲につながっている。朝読書と併用してすすめていく。
・テスト前に計画表は、生徒の意見を取り入れ、より使いやすいものにしていく。
・教科指導の際に、予習、復習のアドバイスを行っていく。
・学力の三要素である①基礎的・基本的な知識・技能②知識・技能を活用して課題を解決するため
に必要な思考力・判断力・表現力等③主体的に取り組む態度、を身に付けさせる教材を工夫する。

6
Ⅲ　教育環境の整
備

各学校におけるカリキュラム・マ
ネジメントの推進

学校評価に基づく学校経営の継
続的な改善

PDCAマネジメントサイ
クルによる組織機能の
強化

・８月授業評価を行う。
・８月授業評価、学力調査結果から授業
改善推進プランを作成する。
・行事ごとに評価を行い、次年度の計画
を提案する。
・１２月保護者アンケート等学校評価を学
校評議員により行う。

・保護者アンケートで、「久留米中学校は
保護者の声を取り入れ学校運営を行おう
としている」が７０％とする。 4 3 3 ・学校評価アンケートを学校経営に生かすよう保護者、地域の皆様と連携し、よりよい学

校経営を目指す。

7
Ⅲ　教育環境の整
備

特別支援教育の充実 特別支援教育の充実
発達の特性や難聴に
関する理解を深め、共
生社会を目指す

・教員、生徒に向けた研修を通して難聴
生徒、発達特性のある生徒の理解を深め
る。
・発達特性のある生徒を意識した教室整
備を行う。
・統一した授業スタイルを確立する。

・「生徒アンケートで難聴教室、特別支援
教室の理解を深め、自分とは異なる人を
認め、理解して行動できる」を９０％以上
とする。 4 4 4

・「誰も置き去りにしない」ために、生徒の発達特性を理解し、認め合う学校づくりを行う。
・難聴の理解とともに発達特性についての研修を行い、教員の意識を高める。
・授業スタイルを統一し、教室の環境を統一することが、すべての生徒にとって有益であ
ることを教員が理解し、日々の教育活動を進めていく。

8
Ⅲ　教育環境の整
備

安全・安心な学校づくり
地域や保護者と連携した防災教
育

危機管理を徹底した
学校づくりを行う

・毎月の避難訓練の実施
・消防署と連携した防災教育の実施
・防災ノートの活用と防災標語に取り組
む。
・東京マイ・タイムラインを家庭と連携して
活用する。
・各家庭と情報を共有する。
・青少協と連携した防災教育に取り組む。
・冬時間の部活動下校を５時３０分とす
る。

・保護者アンケートで、「久留米中学校は
生徒の安全に努め、けがや具合が悪く
なった時には、適切な対応をしている」を
９０％以上とする。
・地域と連携した防災体験を行うことがで
きた。
・保護者アンケートで、「久留米中学校は
安全指導を行い、安心な学校である」を９
０％以上とする。

4 3 3 ・学校事故、体調不良による生徒の対応については、迅速な対応と保護者への連絡を密
に徹底して行っていく。

9

オリンピック・パラリ
ンピックの精神を
生かした教育の充
実

体験的な活動 児童・生徒の主体的な取組

「多様性と調和」をもと
に、「受容・共生・共
助」の社会実現に貢献
できる生徒を育成する

・パラアスリートの講演会の実施
・ボッチャを生徒会主催で全員の体験活
動を行う。

・生徒アンケートで「障害者スポーツにつ
いて講演会や体験活動を通して理解が
深まった」を９０％以上とする。 1 1 1 ・コロナ禍で体験活動がどこまでできるかわからないが、Ｚｏｏｍ等を使いながら工夫して

行っていく。

10

11
Ⅲ　教育環境の整
備

各学校におけるカリキュラム・マ
ネジメントの推進

ライフ・ワーク・バランスの改善
教員の健康管理、精
神衛生を整える

・起案を丁寧に行うことで会
議を短縮する。
・月１回の定時退勤日を設
ける。
・ICカードによる出退勤の管
理で滞在時間の管理を行
う。

・教員のアンケートで「働き
方改革によって、帰宅時間
が早まり適度な休みを取り
ながら充実した生活ができ
ている」を９０％以上とする。

4 3 3

・今年度に関しては、コロナ禍対応もあって先生方の負担も
多く、教員アンケートの数値にも表れているように、改善は
当然達せられなかったと思われる。
・今年度は、感染拡大防止対策でのご対応、学校行事の中
止でのご対応、休校におけるカリキュラムの再構築など、ご
苦労の連続で、その都度誠実なご対応をありがとうござい
ました。
・教員の身体的・精神的負担を軽減し、生徒と向かい合う時
間をしっかり確保していくためにも、引き続き丁寧な議論と
取組を継続していただきたい。

・教育活動の早めの計画、会議の短縮化、定時退勤週間の設定等により、時間を効率化
した業務を推進する。
・教育活動に充実感がもてる学校とするために、教員間の話し合い、連携を密にすすめ
ていく。

令和２年度　東久留米市立 学校評価報告書

○互いを認め合える人間関係の中で教育活動を進めた。生徒のアンケートでは「いじめや偏見をゆるさない学校である」が８９．１％の回答を得た。人権が守られる学校になりつつある。いじめの報告件数は１０件であったが早期の発見ができた。
○挨拶を生活指導の重点にした。自分から挨拶をしていると回答した生徒は８３．３％となり、昨年度より高い数値となった。
○授業スタイルは、ここ数年で定着してきた。特別支援教育を必要とする生徒、保護者から評価をする声が出ている。
○定期考査期間の家庭学習は平均１時間以上が８７．７％で着実に増えてきた。しかし、日常の家庭学習は６４．４％と定着が課題である。予習・復習の基本的な学習ができるように各教科で指導を行っていく。
○障害者理解については、パラスポーツアスリートの講演会、体験活動によって理解が深まった。
○教員の働き方改革については、定時退勤週間を設けることで帰宅しやすい状況が生まれた。職務の分担をさらにすすめ効率よく仕事がはかどるようにしていく。

東久留米市第２次教育振興基本計画 自己評価

平和で民主的な国家形成のため、社会連帯性と実践力
に富んだ主体性のある個性豊かな社会人を育成する。
〇　知性を高める
○　心を豊かにする
○　体を鍛える

教
育
ビ
ジ

ョ
ン

○一人一人に生きる力（確かな学力、豊かな人間性、健康と体力）をはぐくむ学校
○社会的自立ができるよう、生徒一人一人の進路を実現できる学校
○人権が守られ、保護者・生徒と教師の信頼関係が築かれている学校

○対話を通して学び続ける生徒
○根拠に基づいて自分の考えを表現できる生徒
○未来を予測して計画を立てることのできる生徒

○１時間１時間の授業をデザインし、生徒の学力を伸ばす教師
○人権感覚をもち生徒一人一人を大切にする教師
○生徒の可能性を信じ抜き、未来を開く教師

短期経営目標 評価指標・評価基準 学校関係者評価
次年度の方策

（１年間）

学校教育目標

前年度までの学校経営上の成果と課題

・自分の大切さと他
人の大切さを考えた
行動ができるように
する。
・挨拶運動の定着

校内委員会の充実
を図る

・軽微ないじめを見逃さない体制
の確立
・組織的対応のできる体制づくり
・相談しやすい学校の環境づくり
・生徒の主体的活動によりいじめ
を防止する活動の推進

・今年度のコロナ禍のような学校全体が強いストレスにさら
された体験を生かし、困難に直面したときにも立ち直れる
「レジリエンス」の力の育成、立場や環境の違いを認め合っ
たうえで学び合い、高め合える学校づくりを求めたい。
・保護者の意見や教員アンケートにおける100％未満・未記
入の件は重くみて、困り感のある生徒および家庭への適切
な対応を求めたい。
・コロナ禍において、感染者に対する差別が新たな社会問
題となっている。改めて生徒一人一人を大切にする教育の
実践が重要になっている。
・自己肯定感だけでなく自己有用感の醸成につなげてほし
い。
・学級に自分の役割があり安心して過ごせる場所になって
いると多くの生徒が答えていました。そういう学級づくりをし
てくださっている先生方に感謝申し上げます。まだまだ予断
を許さない状況ですが、日々の感染予防と対策をこれから
もよろしくお願いいたします。
・家にいる時間が増えているので、基本はご家庭のルール
作りだと思いますが、学校でもさらにガイドラインに沿った、
トラブルに巻き込まれないための安全な利用方法の周知を
お願いしたいと思います。
・新しい制服への切り替えで、保護者や生徒から様々な意
見や要望が寄せられていました。二年後には、全学年が同
じ制服になりますので、気温や場面に応じたルール作りが
できるとよいと思います。

・ICTの活用が遅れている。今後のコロナ禍対応としても、
オンライン授業を家庭学習に生かせるような体制づくりを教
育委員会に要望しながら推進する必要がある。同時に、視
聴覚中心の情報のやり取りによる新たなストレスへの対
処、並びに、対面コミュニケーションで深められたはずの心
とからだ全体による学びの喪失を補う方策も必要。
教育環境として、トイレの改善、特別教室への暖房機器導
入・カーディガン着用に関する要望が生徒・保護者双方から
多数あがっていることへの対応が望まれる。
特に、コロナ禍での部活動での遠征、都心への校外学習等
に対する不安、給食時の三密の不安等に対する更なる対
応が必要。
・新型コロナによる休校期間によって、改めて家庭学習のあ
り方について考えさせられた年だったのではないか。将来
想定されるタブレット導入やweb教材の活用などを踏まえ、
新しい工夫が求められると考える。
・基礎学力の習得や学習習慣の定着は、小学校での経過
や家庭環境による側面もあると考える。小学校との連携や
保護者の理解を促すことも必要ではないか。
・来年度の新三年生も困難な状況下での受験期となりそう
ですので、早期にサポート体制を整えていただけることを
願っております。

・授業スタイルの定着
・書物や自己との対話を通して考
え、自己の考えを伝え合うことで
協働的に学び、学習活動を振り
返る指導の流れを確立する。
・学びの見通しを立てるため、評
価方法を説明し、理解させる。

校務の効率化、仕事
の効率的な分担を図る

予習指導により主体
的な学びにつなげる

授業評価・保護者ア
ンケート・生徒アン
ケート、行事ごとの
見直しアンケートの
有効活用を行う。

難聴通級こだま学級、特別支援
教室けやきが学級の適正な運営
により支援を行う。
・発達特性のある生徒、難聴の生
徒を前項上げて支援する。

安全指導・防災教育
を推進し、適切に行
動できる生徒を育成
する。

・パラスポーツの理
解とパラアスリート
の生き方を学ぶ

・生徒のアンケートで印象的だった「トイレ」に関する要望に
ついては、こちらも公立学校全体の課題かと思われます
が、どうにか改善してあげたいと思いました。
・トイレについては、以前から改善を望む声が寄せられてい
ます。学校で必ず利用するｂ所なので一日も早く改善してあ
げてほしいと思いました。校舎が古くても、トイレがきれいだ
と気分もかなり違うと思います。行政の予算的に難しいので
しょうか。
・同じく生徒からのアンケートにあった、倉庫や校庭にライト
を設置など比較的着手できそうな要望からご対応いただけ
ると良いのではないでしょうか。
・久留米中学校に限らず、中学生の保護者（特に一年生）
の方からは、学校の様子が分かりづらかったという声が届
いておりますが、仕方のないことだったとご理解もいただい
ていると思います。現状で考えても、長期戦を見据えて、今
後、“学校公開のインターネット配信”や、“校外学習のオン
ライン実施”など、IT導入が公立学校での課題ではないかと
思います。
・学校全体が一丸となり開催した「ミニ運動会」は、大きな成
果になったのではないでしょうか。
・コロナ禍のもと教職員の方々が感染対策を実施されてき
たことに様々なご苦労があったことと思う。今後も、他の災
害対策も含め危機管理に努め、安全・安心の確保につなげ
ていきたい。
・各アンケートや学校評価の結果については、ＰＤＣＡサイク
ルに基づき、改善方針や結果等を継続的に発信していくこ
とが重要だと考える。コロナ禍でも学校公開や行事の中止
により、保護者が実際に学校の様子を目にする機会が少な
くなってしまったため情報発信の工夫が必要だと感じた。
・共生社会の形成に向け、支援や配慮の必要な生徒に対
するきめ細かい指導や、生徒が互いの個性を認め合える雰
囲気の醸成など引き続き継続的な取り組みを進めていきた
い。
・ミニ運動会の見学から帰ってくる保護者の方々とすれ違い
ましたが、皆さま「今日は子どもたちとっても楽しそうだった
ね。」などとお話しされていました。また、保護者の～方も久
しぶりにママ友にお会いできて嬉しそうでした。
・コロナ禍で顕著になった医療・療育・介護の現場の厳しさ
と意義を、特別支援教育とオリパラ教育の連携・統合として
学べる機会を求めたい。
・東京オリンピック・パラリンピックの開催の見通しは不明確
な状況ではあるが、パラスポーツを通じた障害者理解の取
組は大切である。コロナ禍での工夫を図り、よいレガシーと
なることを期待する。


